
 

市民福祉部 子育て支援課 谷口　悌

ソフト事業

地域子育て創生事業

救急医療受診啓発事業

一般会計

14

3.民生費 - 2.児童福 - 1.児童福

乳幼児の怪我や病気について保護者が一定の知識を得ることで、親の不安軽減を図ることを目的に講習会を開

催

報償費　246,600円（医師講師料、託児スタッフ謝礼）

需用費　201,333円（資料印刷製本189,000円　他）

役務費　　2,850円（託児対応保険料）

講習会の開催

　テーマ：適切な救急医療のかかり方

　講　師：市内小児科医師

　開催箇所等

　　・子育て支援拠点施設事業（サロン事業）の活用　平日4回開催

　　・休日開催　4回開催

　保護者の学習しやすい環境づくりとして託児を実施

事 業 名

細事業名

事業分類

会 計 科 目

政策体系

１１１１....事業事業事業事業のののの概要概要概要概要

２２２２....事業事業事業事業のののの目的目的目的目的とととと必要性必要性必要性必要性

３３３３....事業費事業費事業費事業費のののの推移推移推移推移

４４４４....主主主主なななな事業費事業費事業費事業費のののの内訳内訳内訳内訳

５５５５....事業結果事業結果事業結果事業結果のののの概要概要概要概要

平成23年度　　事業評価（事業活動記録）

事業No. 292

現年

所管部局

評価表作成者

①施策で目指す目標との関連付け

地域の実情に応じた創意工夫のある子育て支援活動のひとつとし、育児不安を解消すべく講座を開設し、地

域による子育て力の育成を図る。

②事業を実施する必要性

乳幼児の怪我や病気について親の不安軽減を図るなどきめ細かな子育て支援が必要

決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

451
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0
0

451
0
0

0.04
280
731

平19決算 平20決算 平21決算 平22決算 平23予算 平24計画 平25計画

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※
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乳幼児の怪我や病気は、育児をするうえでの親の不安要因のひとつであるが、これらに対する正しい知識を持

つことで、育児に対する不安軽減を図るため、府の補助金を受けて、小児科医師を講師として講習会を実施し

た。児童のすこやかな成長を図るうえで、重要な要素であり、またコンビニ受診の抑制にも効果が期待できる

ため、継続して実施したい。

６６６６....活動活動活動活動のののの詳細詳細詳細詳細

７７７７....所属長評価所属長評価所属長評価所属長評価〔平成20年度から改善した点、今後の展開など〕

【【【【参考参考参考参考】】】】過年度過年度過年度過年度のののの評価評価評価評価

■平成22年度の所属長評価

■平成21年度の所属長評価

講座の開設

事業計画、会場調整、講師調整、テキスト印刷（業者

選定、契約、発注、納品）

○講習会の開催（適切な救急医療のかかり方　講師：

市内小児科医師）平日4回開催　休日4回開催　保護者

の学習しやすい環境づくりとして託児を実施

8月～3月

○開催日：11月26日、12

月2日・8日・20日、1月

30日、2月6日、2月13

日、3月27日

各回5人～20人参加
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